
統計の授業づくりの実際①

東京学芸大学附属国際中等教育学校



１．授業づくりの視点



算数・数学ワーキンググループ『算数・数学ワーキンググループにおける審議の取りまとめ』



① 問題解決型授業をベイスとすること
他の数学の授業同様、【導入-自力解決-比較検討-まとめ】の流れを意識しましょう。
また、解決したい/解決する必要のある問題を設定すること（＝めあて）が大切です。

② 実験やシミュレーションを取り入れた活動を実施すること
統計とICTの相性はよいので、積極的に利用していくことで
生徒は、統計の有用性を実感したり活用したりする態度の育成が期待されます。

③ 妥当性に着目した議論の場を設定すること
「人による」「どっちでもよい」といった結論ではなく、事実（データ）に基づいた結
論に至ることが大切です。そのために”妥当性”に着目させた議論の場を積極的に設ける
ようにしましょう。



２．実際の授業例

１）数学Ｂ：統計的な推測-確率分布

２）数学Ⅰ：データの分析-仮説検定の考え



２．実際の授業例

１）数学Ｂ：統計的な推測-確率分布

２）数学Ⅰ：データの分析-仮説検定の考え



①授業の目標〔数学Ｂ：統計的な推測-確率分布〕

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に
学習に取り組む態度

• 確率変数と確率分布について
理解している。

• 二項分布の性質や特徴につい
て理解している。

• 確率分布の特徴を、確率変数
の平均・分散・標準偏差など
を用いて考察することができ
る。

• 事象を統計的な推測の考えを
用いて考察するよさを認識し、
問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数
学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。

めあて  判断をするための指標はどう作ればよいか？
 確率分布とみなせるとき、
どのような特徴があるといえるだろうか？



②問題とその提示〔数学Ｂ：統計的な推測-確率分布〕

導入・問題提示

自力解決・個人追究

比較検討・練り上げ

まとめ

東京学芸大学附属国際中等教育学校数学教育研究会（2020）.『TGUISS数学5・6（推測統計）』.サンプロセス.p.9



②問題とその提示
資格試験については、
各学校の実態や特色に応じて
変更可能

（数学Aの履修が前提であるが）
反復試行の確率を適用させ、
その中で二項分布として捉える
見方・考え方を育むこと
また、データから指標を作成す
る見方・考え方を育むことを
意図している。

東京学芸大学附属国際中等教育学校数学教育研究会（2020）.『TGUISS数学5・6（推測統計）』.サンプロセス.p.9

ただし、問題選択肢数がすべて同
じかつ合格ラインの得点率が明示
されているものが好ましい。

視点
①



③想定される生徒の考え

導入・問題提示

自力解決・個人追究

比較検討・練り上げ

まとめ

単純化し、数値の小さいものを一つ例にして
手法を生み出すプロセスを実現する

試験の問題数 マークテストの
選択肢数 合格ラインの得点率

資格A 5 4択式 80%
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④考えの比較検討場面の様子

導入・問題提示

自力解決・個人追究

比較検討・練り上げ

まとめ

【授業展開】（左のサイクルを意識するなら）

東京学芸大学附属国際中等教育学校数学教育研究会（2020）.『TGUISS数学5・6（推測統計）』.サンプロセス.p.10

理想化・単純化した条件を
より現実場面に近づけ、
よりよい（統計的な）指標づくり
を志向させる

視点
②



④考えの比較検討場面の様子

導入・問題提示

自力解決・個人追究

比較検討・練り上げ

まとめ

【授業展開】（右のサイクルを意識するなら）

反復試行の確率を適用させ、
その中で確率分布（二項分布）
として捉えさせる

確率分布となっているかどうか？（和が1）
𝐸𝐸 𝑋𝑋 = 𝑛𝑛𝑛𝑛、𝑉𝑉 𝑋𝑋 = 𝑛𝑛𝑛𝑛 1 − 𝑛𝑛 となっていることの
確認をする

視点
③



⑤まとめ

導入・問題提示

自力解決・個人追究

比較検討・練り上げ

まとめ

「二項分布」としては、
二項定理や反復試行の確率と関連させながら
確率分布として
0か1かで置き換えられる事象をとらえる
ツールとしてまとめるのがよい

統計的手法は使えるようになることも
その理論を支える数学を理解することも
大切であることを実感させたい



① 問題解決型授業をベイスとすること
他の数学の授業同様、【導入-自力解決-比較検討-まとめ】の流れを意識しましょう。
また、解決したい/解決する必要のある問題を設定すること（＝めあて）が大切です。

② 実験やシミュレーションを取り入れた活動を実施すること
統計とICTの相性はよいので、積極的に利用していくことで
生徒は、統計の有用性を実感したり活用したりする態度の育成が期待されます。

③ 妥当性に着目した議論の場を設定すること
「人による」「どっちでもよい」といった結論ではなく、事実（データ）に基づいた結
論に至ることが大切です。そのために”妥当性”に着目させた議論の場を積極的に設ける
ようにしましょう。
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